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ご紹介内容

§ 加⼯対象と使⽤した⼯作機械
§ジェネレーティブ デザイン対象パーツの選定
§ジェネレーティブ デザインから加⼯可能な形状へ

§ Fusion 360 CAM の推し機能

§ Fusion 360 CAM で気をつけるべきポイント
§ 負荷制御加⼯の際に留意するポイント



加⼯対象と使⽤した⼯作機械



ベルクランク部品に対する取り組み



ジェネレーティブ デザインから加⼯可能な形状へ
ジェネレーティブ デザインでの検討を繰り返し、3軸加⼯機で切削可能な形状まで落とし込む



Lorem Ipsum Dolor SitIWAMA MM650neo
機材紹介

⼤型タッチパネルと IWAMA オリジナル制御装置搭載。
Fusion 360 のインストールで CAM のパスデータ閲
覧が可能です。

タッチパネルの他、アナログハンドルでの操作が可能
であり、直感的に操作ができました。

100V 電源仕様でありながら、クーラントシステムを
搭載し、アルミ加⼯が可能です。

IoT 遠隔監視システムも搭載し、離れたところからで
も LINE や Slack で状況確認ができます。



Fusion 360 CAM の推し機能



Lorem Ipsum Dolor Sit負荷制御加⼯のポイント

負荷制御加⼯は、⼀定の切込み量で加⼯することがで
きる。複雑な形状にならないように留意したが、加⼯
は、急激な加⼯負荷が少なくなることを念頭に置きま
した。

1．切削量の最適化
⼯具径直径に対して割合で⼊⼒することができる。
軸径によって、また使う刃物の劣化具合によって変え
る必要がります。

２．切込みピッチの制御
中間切込みピッチは１mm、最⼤切り込みピッチは
10mm 設定した。⽐較的シンプルな形状であったた
めの数値であるため、複雑な形状の場合もう少し⼩さ
な値である必要があります。



Lorem Ipsum Dolor SitCAM に連動したデザイン修正

表と裏からの両⾯加⼯が必要な場合は、裏返した時
の位置決めと製作するモデルを安定させることが重
要です。

そのために、位置決めピンを挿す⽳をモデリングし
たり、プラモデルのイメージでランナーを作成した
りと⼯夫が必要になります。

3D CAD と CAM 機能が1つのソフトで切り替えられ
るため、形状変更と CAM 計算を繰り返し⾏っても常
にデータが最新の状態になります。



Lorem Ipsum Dolor Sit加⼯範囲を指定できる

Fusion 360 では範囲指定できる機能を搭載している
ので、加⼯したい or 加⼯したくない範囲を設定でき
ます。

ジェネレーティブデザインで⾁抜きされた⽳部分も、
加⼯できる刃物のサイズが違うため、それぞれ加⼯
したい範囲を設定しながら刃物を選択して加⼯パス
を作成します。



Lorem Ipsum Dolor Sitシミュレーションで形状確認可能

作成した加⼯パスは、シミュレーション機能を⽤い
て形状確認が可能です。

形状に対しての削り残しや、刃物の突き出し⻑さが
⾜りずにホルダが衝突する場合も事前に確認できま
す。

加⼯パスを変える度に形状確認できるため⾮常に便
利です。



Fusion 360 CAM で
気をつけるべきポイント



Lorem Ipsum Dolor Sit原点位置に注意

加⼯の際には必ず原点位置を設定しなければならない
が、デフォルト設定のままだと刃物と⼲渉してしまい、
刃や部材が破損してしまう恐れがあります。

原点は部材の表⾯上になっているか、常に注意が必要
です。



Lorem Ipsum Dolor Sit⾯出し精度は難しい

前述の通り、3軸加⼯では⼿動で材料を反すため、加⼯
順序に合わせて適切に掴み部・固定部を残す必要がある。
当初の予定では⽚⾯は両⾯テープで固定し、⾯出し＆固
定⽤の⽳開けを⾏う予定であったが、テープのみの固定
では加⼯中にズレが起きてしまいました。

つかみ部分以外を残して⾯出し、その後⾯出し部分をつ
かみ残りを⾯出し、という加⼯⽅法にその場で切り替え
たが、チャック位置を切り替える際ズレたのか、完全な
平⾯を出すことが出来ず、少し段差ができてしまった。

⾯出しを⾏う際は、事前にフライス盤等で⾏うか、固定
⽤⽳あけをしておく必要があると感じました。



Lorem Ipsum Dolor Sit固定⽤チャックのギリギリに刃物
が来ないようにする

負荷制御を指定する際に気づけなかったが、刃物が
チャックギリギリを通過するように設定してしまい、
⾮常に危険です。

固定は⼈間がやるのでどうしても誤差が出やすい。
サイズに余裕のあるものを準備する等の⼯夫が必要
です。



ベルクランク組み付け

Photo credit goes here

Fusion 360 CAMの製作物の写真（大）



Lorem Ipsum Dolor Sitまとめ
⾦属加⼯のスキル習得に伴うエンジニアリングの可能性

ジェネレーティブ デザインパーツを通じて CNC での切
削経験とその経験を通じて、切削マシンは3軸であり、
モデル作成/切削パスの検討加⼯まで経験できました。

3軸加⼯では造れる形に限界があり、切削⽅法や3Dモデ
リングを⼯夫する必要があり、精度を出すためには被削
材の固定、ゼロ点の出し⽅、裏⾯を削る際の⼯夫（ピ
ン）が必要なことを学ぶことができました。

どのような形が削りやすく、刃物の取り替えや材料の取
り外し、取り付けを少なく出来るか、⾦属加⼯について
学ぶことで理解できることを知った。そのことにより、
⽣産性の向上、コストの削減、材料の削減に繋がること
が考えられました。
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